
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神奈中情報通信 

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！㈱神奈中情報システム 

第１００号 （令和４年１月） 

㈱神奈中情報システム TEL：0463-22-8804 FAX：0463-22-8815 

■■この「神奈中情報通信」は、私たちと何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■ 

 

◆買って８カ月。私の車を占拠したのは・・・（汗）。◆ 

明けましておめでとうございます。神奈中情報システムの 

大森です。昨年も新型コロナの影響を大きく受けた一年となり 

ましたが、神奈中情報通信ご愛読の皆様方、お取引先の皆様方 

には相変わらずのご支援を賜りまして、誠に有り難うございます。本年も引き続き、

ご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。 

さて、私は昨年の４月に車を買い替えました。４年落ちの中古車、今流行のディー

ゼルの SUV で距離も３５，０００㎞くらいでした。車検が昨年の１２月までだったので

ディーラーに持っていったのですが、そこで衝撃の事実が！ 

買って８カ月しか経っておらず、１，５００㎞くらいしか乗っていなかったので、私は

大きな部品交換や整備もないだろうと思っていました。車を渡し、その場を後にした

のですが、その日の夕方、ディーラーから電話が掛かってきて第一声、こう言われ

ました。「大森さん、心して聞いてくださいね」と･･････。 

何か大きな問題でも？？と、恐る恐る話を聞いてみると、ボンネットを開け、整備

のためにエンジンの上のカバーを外したところ、なんと、そこにネズミの巣があった

とのこと！私は最初、何を言っているのかわからなかったのですが、スマホに送って

もらった写真を見てびっくり。そこには、直径２０㎝くらいの円形の巣が写っていまし

た。イメージで言うと、よくテレビでビーバーが木の枝や葉っぱを持ってきて座布団

のような巣を作っていますが、まるでそれです。 

ディーラーの方いわく、そこにネズミはいなかったけれど、魚の骨など食べ物のカ 

スは落ちていて、住み着いているというよりは寝床にしているので

はないか？とのことでした。 

言われてみれば、確かに夏場にエアコンをかけると、どうも臭

く、おかしいなぁと思っていました。 （２枚目へ→） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【発行元】  

バス事業者、旅客・貨物輸送事業者が求めるシステムの構築から運用までをサポート！ 

株式会社神奈中情報システム  

〒２５４－００３４ 神奈川県平塚市宝町３番１号 

平塚 MNビル１１階 

TEL：０４６３－２２－８８０４ FAX：０４６３－２２－８８１５ 

発行責任者：神奈中情報システム  

■この通信がご不要の方は１枚目をそのままＦＡＸしてくださいますようよろしくお願いいたします■ 

（続き→） 整備の人いわく、ときどきこういうことはあるとのこと。そして、ネズミにと

って車のボンネットの中は風通しがよく、雨露をしのぐこともでき、カラスなどの天敵

から身を守ることもできる絶好の場所らしいのです。さらに冬場はエンジンを掛けた

後、そこは暖かく快適で、だから巣を作ったのではないか？とのこと。 

さらにこんなことも言われました。ネズミが子を産み、歯を研ぐためにケーブルや

ホースをかじり、それらが切れたら修理費が莫大になるとのこと。さらに、もし、中で

ベルトにでも巻き込まれて死んでしまえば、ニオイもきつく、清掃も簡単ではないと

のことで、とにかく、ネズミが来ないように対策するしかないとのこと。 

巣は撤去してもらい、さっそくネットで調べてみたところ、ネズミは犬や猫といっし

ょで、自分の尿を周辺にかけて自分のテリトリーを意識するそうで、巣を撤去しても

また戻ってきてしまうとのこと。殺鼠剤を使うと中で死んでしまうので使えず、撃退す

るには、それ専用の強烈なニオイのスプレーを撒いて対応するしかないとのこと。さ

っそく Amazon で違うニオイの２種類のスプレーを購入。巣があったところ、その周

辺、通り道と思われるところにスプレーを吹きかけました。きついハッカのニオイで

車を運転すると、車内に入ってきて、冬なのに窓を開けっ放しにしないといけない状

態が、しばらく続きました。 

現在、ネズミが戻ってきた痕跡はないのですが、しばらくは監視の期間が続きま

す。２０２２年、寝床奪還を虎視眈々と狙っているであろうネズミに、大切な車をトラ

れないように気をつけたいと思います。 

◆発行者コラム◆ 

車に巣を作られるとけっこうショックでして、まるで自宅を乗っ取られたような気持

ちにさえなります。ネズミの巣があったことをネズミ嫌いの妻に話したところ、「もう、

その車には乗らない！」とのこと。ネズミとの孤独な戦いが続きそうです。大森 

大森 米山 


